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はじめに

このマニュアルでは、Sun N1™ Service Provisioning Systemソフトウェアを使用して
Sun Java™ System Web Server 6.1 2005Q4 SP5の取得と配備を行う方法について説明
します。

注 –このマニュアルでは、「x86」とは Intelの 32ビットマイクロプロセッサファミ
リ、およびこれと互換性のある 64ビットおよび 32ビットのAMD製マイクロプロ
セッサを指します。

対象読者
このマニュアルの主な対象読者は、N1 Service Provisioning Systemソフトウェアを使
用して Sun Java System Web Server 6.1 2005Q4 SP5を配備、制御するシステム管理者
や、N1 Service Provisioning Systemソフトウェアのオペレータが含まれます。読者
は、次のことに精通している必要があります。

� N1 Service Provisioning System製品

� 標準的な UNIX®コマンドおよびユーティリティー

� Sun Java System Web Server 6.1 2005Q4 SP5製品の一般的な概念、およびこの製品
が提供する管理機能
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お読みになる前に
N1 Service Provisioning Systemソフトウェアおよび Sun Java System Web Server 6.1
2005Q4 SP5の使用に精通していないユーザーは、次のマニュアルを参照してくださ
い。

� 『Sun Java Enterprise System 2005Q4 Installation Guide for UNIX』

� 『Sun N1 Service Provisioning System 5.1システム管理者ガイド』

� 『Sun N1 Service Provisioning System 5.1オペレーションとプロビジョニングガイ
ド』

� 『Sun N1 Service Provisioning System 5.1リリースノート』

内容の紹介
第 1章では、プラグインソリューションに関する概要を提供します。

第 2章では、インストール時と実行時における問題点について解説します。

第 3章では、プラグインのインストールと構成について説明します。

第 4章では、プロビジョニングシステムを使用し、Sun Java System Web Server 6.1
2005Q4 SP5管理サーバーおよびWeb Server Instancesのインストール、削除、および
制御を行う方法について説明します。

第 5章では、Sun Java System Web Serverプラグインに含まれるコンポーネント、プ
ラン、およびホストタイプについて解説します。
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マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャー・ユーザーズ
ガイド』を参照してください。
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表 P–1表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。
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第 1章

Sun Java System Web Serverプラグイ
ンの概要

この章では、N1 Service Provisioning Systemを使用して Sun Java System Web Server
6.1 2005Q4 SP5をプロビジョニングする方法について、一般的な情報を提供します。
この章では、次の内容について説明します。

� 9ページの「Sun Java System Web Serverプラグインの目的」
� 10ページの「Sun Java System Web Serverプラグインに含まれるもの」
� 10ページの「Sun Java System Web Serverプラグインの要件」

Sun Java System Web Serverプラグイン
の目的
N1 Service Provisioning Systemソフトウェアは、Sun Java System Web Server 6.1
2005Q4 SP5のサポート機能を強化します。Sun Java System Web Server 6.1 2005Q4
SP5はセキュリティー保護されたかつ非常に可用性の高いサーバーで、Webサイトを
ホストするために使われます。Sun Java System Web Serverプラグインは、基本的な
インストールインフラストラクチャーのインストールとアンインストールを行うプラ
ンとコンポーネントを提供します。基本的なインストールインフラストラクチャーに
は、管理サーバーとWeb Serverインスタンスが含まれます。また、このプラグイン
は、これらのサーバーのインスタンスを起動、停止、および再起動するための制御機
能も提供します。
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Sun Java System Web Serverプラグイン
に含まれるもの
Sun Java System Web Serverプラグインは /com/sun/jes6_WSディレクトリを作成
します。

次に示すプランとコンポーネントに関する詳細については、第 4章を参照してくださ
い。

InstallWebAdminServer 管理サーバーと、1つめのWeb Serverインスタンスを
インストールするプラン。

UninstallWebAdminServer 管理サーバーと、すべてのWeb Serverインスタンスを
アンインストールするプラン。

CreateWebServerInstance Web Serverインスタンスを追加で作成するプラン。

DeleteWebServerInstance 追加のWeb Serverインスタンスを削除するプラン。

WebAdminServer 管理サーバーのインストール、アンインストール、起
動、停止、および再起動を制御するコンテナコンポー
ネント。

WebServerInstance Web Serverインスタンスのインストール、アンインス
トール、起動、停止、および再起動を制御するコンテ
ナコンポーネント。

Sun Java System Web Serverプラグイン
の要件

注意 – Sun Java System Web Serverプラグイン 2.0は、Sun N1 Service Provisioning
System 5.1環境で動作します。ほかのバージョンの N1 Service Provisioning System
には Sun Java System Web Serverプラグイン 2.0をインストールしないでください。

Sun Java System Web Server 6.1 2005Q4 SP5を配備するホストは、次の要件を満たす
必要があります。

� Solaris 8 OS、Solaris 9 OS、Solaris 10 OS、または Red Hat Linux Advanced
Server 2.1を実行していること。

10 Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート(Sun Java System Web Server Plug-In
2.0) • 2005年 9月



注 – Solaris 8は SPARCベースのサーバーのみです

� Sun Java System Web Server 6.1 2005Q4 SP5のインストールファイルが格納されて
いること。

� Sun Java System Web Server 6.1 2005Q4 SP5のインストール要件を満たしているこ
と。詳細は、『Sun Java Enterprise System 2005Q4 Installation Guide for
UNIX』を参照してください。

� リモートエージェントを実行していること。

第 1章 • Sun Java System Web Serverプラグインの概要 11
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第 2章

リリースノート

この章では、既知の問題点に関する情報を提供します。この章では、次の内容につい
て説明します。

� 13ページの「インストール上の問題」
� 14ページの「国際化の問題」
� 15ページの「記述の誤りの訂正」

インストール上の問題
この節では、インストールに関連した問題について説明します。

Linux上で管理サーバーをアンインストールしても
RPMパッケージが削除されない (6315590)
Sun Java System Web Serverプラグインを使用して管理サーバーをアンインストール
した場合、Red Hat Package Manager (RPM)パッケージの一部が Linuxサーバーから
アンインストールされません。管理サーバーを再インストールしようとすると、
残っているこれらの RPMパッケージのために再インストールが失敗します。

回避策: Java Enterprise Systemスタック全体の一部として Sun Java System Web
Serverを使用している場合は、Java Enterprise Systemのマニュアルで RPMパッケー
ジと残ったままになっているファイルの削除方法を確認してください。

Java Enterprise Systemスタックとは別にスタンドアロン製品として Sun Java System
Web Serverを使用している場合は、次のアイテムを手動で削除する必要があります。

� 次の RPMパッケージを削除します。

sun-webserver-es-6.1.5-5
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sun-webserver-fr-6.1.5-5
sun-entsys4-uninstall-l10n-4.0-14
sun-webserver-de-6.1.5-5
sun-webserver-zh_CN-6.1.5-5
sun-webserver-6.1.5-6
sun-webserver-ja-6.1.5-5
sun-webserver-zh_TW-6.1.5-5
sun-webserver-en-6.1.5-5
sun-wbsvr-entsys4-4.0-200508091754
sun-webserver-ko-6.1.5-5

� productRegistryファイルを削除します。

% rm -rf /var/opt/sun/install/productregistry

� Sun Java System Web Serverをインストールしたディレクトリから、残っている
ファイルを削除します。デフォルトディレクトリは /opt/sunです。

% rm -rf /opt/sun/private

% rm -rf /opt/sun/webserver

% rm -rf /opt/sun/shared

国際化の問題
この節では、Sun Java System Web Serverプラグインをロケールで実行するときの問
題について解説します。

ヨーロッパのロケールの一部で管理サーバーのイ
ンストールが失敗する (6255175)
管理サーバーをフランス語、ドイツ語、およびスペイン語ロケールでインストールし
ようとすると、次のようなエラーメッセージが表示されます。

Problems encountered during plan run or preflight

The plan (or preflight) "/com/sun/jes6_WS/InstallWebAdminServer" finished
with 1 failed host(s). (017034)

The execNative step failed because the exit status "0" of the command
did not match "75" for the command "sh". (017068)

回避策:ヨーロッパのロケールでプロビジョニングシステムを使用して管理サーバーを
正常にインストールするには、管理サーバーをインストールするサーバーでリモート
エージェントを Cロケールで実行します。

14 Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート(Sun Java System Web Server Plug-In
2.0) • 2005年 9月



記述の誤りの訂正
この節では、 Sun Java System Web Serverプラグインとともに提供される
ReadMe.txtファイルの誤りについて解説します。

ReadMe.txtファイルに記述されている Sun Java
System Web Serverのバージョンが正しくない
「Plug-In Details」ページで Sun Java System Web Serverプラグインの ReadMe.txt
ファイルをダウンロードできます。ReadMe.txtファイルには、 Sun Java System Web
Serverプラグインが Sun Java Enterprise System 2005Q1バージョンの Sun Java
System Web Serverを使用していると記述されていますが、これは誤りです。Sun
Java System Web Serverプラグインは、Sun Java Enterprise System 2005Q4バー
ジョンを使用しています。

Sun Java Enterprise System 2005Q4バージョン関連の圧縮ファイルは、次のとおりで
す。

� java_es_05Q4_webserver-solaris-sparc.zip
� java_es_05Q4_webserver-solaris-x86.zip

Sun Java Enterprise System 2005Q4ソフトウェアのバイナリを解凍すると、ディレク
トリ構造は次のようになります。

� /java_es_05Q4_webserver/Solaris_sparc
� /java_es_05Q4_webserver/Solaris_x86

第 2章 •リリースノート 15
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第 3章

Sun Java System Web Serverプラグイ
ンのインストールと構成

この章では、Sun Java System Web Serverプラグインのインストールと構成の方法に
ついて説明します。この章では、次の内容について説明します。

� 17ページの「Sun Java System Web Serverプラグインの取得」
� 18ページの「Sun Java System Web Serverプラグインの N1 Service Provisioning

Systemへの追加」

Sun Java System Web Serverプラグイン
の取得
Sun Java System Web Serverプラグインソリューションは、N1 Service Provisioning
Systemソフトウェアのプラグインとしてパッケージ化されています。プラグインは、
Javaアーカイブ (JAR)ファイルにパッケージ化されています。Sun Java System Web
Serverプラグインソリューションのプラグインファイルは、Sun N1 Service
Provisioning System 5.1 Supplement CDまたは Sun Download Centerから入手でき
ます。

Sun Java System Web Serverプラグインは、2つの異なる JARファイルからインポー
トして入手できます。状況に応じて、適切なファイルを選択してください。

� Sun Java System Web Serverプラグインを初めてインポートする場合は、
com.sun.jes6_WS_2.0.jarファイルを入手してください。

� Sun Java System Web Serverプラグインの旧バージョンをすでにインポートしてあ
る場合は、com.sun.jes6_WS_1.0_2.0.jarファイルを入手してください。
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Sun Java System Web Serverプラグイン
の N1 Service Provisioning Systemへの
追加
指定のプラグインを N1 Service Provisioning System製品に知らせるには、プラグイ
ンをインポートする必要があります。

� ブラウザインタフェースを使用して Sun Java
System Web Serverプラグインをインポートする
プラグインのインポートまたはアップグレードは、次の手順で行います。詳細は、
『Sun N1 Service Provisioning System 5.1システム管理者ガイド』の第 5章「プラグ
インの管理」を参照してください。

注意 – Sun Java System Web Serverプラグイン 2.0は、Sun N1 Service Provisioning
System 5.1環境で動作します。ほかの N1 Service Provisioning Systemバージョンに
は Sun Java System Web Serverプラグイン 2.0をインストールしないでください。

1. ブラウザインタフェースのメインウィンドウの「Administrative」セクションで、
「Plug-ins」をクリックします。

2. 「Plug-ins」ページの「Action」列で、「Import」をクリックします。

3. JARファイルをダウンロードした場所に移動します。

� Sun Java System Web Serverプラグインを初めてインポートする場合は、
com.sun.jes6_WS_2.0.jarファイルを選択します。

� Sun Java System Web Serverプラグインの旧バージョンをすでにインポートし
てある場合は、com.sun.jes6_WS_1.0_2.0.jarファイルを選択します。

4. 「Continue to Import」ボタンをクリックします。

インポートが完了するとプラグインの詳細ページが表示され、プラグインが提供す
るオブジェクトに関する情報が示されます。

� CLIを使用して Sun Java System Web Serverプラ
グインをインポートする
コマンド行を使用し、プラグインのアーカイブファイルをインポートすることも可能
です。

手順
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� CLIからプラグインファイルをインポートするには、次のように入力します。

% cr_cli -cmd plg.p.add -path plugin-filename -u username -p password

� Sun Java System Web Serverプラグインを初めてインポートする場合は、
plugin-filename は com.sun.jes6_WS_2.0.jar です。

� Sun Java System Web Serverプラグインの旧バージョンをすでにインポートし
てある場合は、plugin-filenameは com.sun.jes6_WS_1.0_2.0.jarです。

手順
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第 4章

Sun Java System Web Serverプラグイ
ンの使用法

Sun Java System Web Serverプラグインには、Sun Java System Web Server 6.1
2005Q4 SP5管理サーバーと Sun Java System Web Server 6.1 2005Q4 SP5 Web Server
インスタンスをインストールし、制御するための多数のコンポーネントとプランが付
属しています。この章では、次の内容について説明します。

� 21ページの「Sun Java System Web Server 6.1 2005Q4 SP5の紹介」
� 22ページの「Sun Java System Web Server 6.1 2005Q4 SP5のインストール」
� 25ページの「Web Serverインスタンスの作成と削除」
� 27ページの「Sun Java System Web Server 6.1 2005Q4 SP5の制御」

Sun Java System Web Server 6.1 2005Q4
SP5の紹介
Sun Java System Web Server 6.1 2005Q4 SP5はセキュリティー保護されたかつ非常に
可用性の高いサーバーで、Webサイトをホストするために使われます。Sun Java
System Web Server 6.1 2005Q4 SP5製品をインストールすると、次の 2つのサーバー
インスタンスがインストールされます。

� 管理サーバー
� Web Serverインスタンス

管理サーバーはWebベースのサーバーで、すべてのWeb Serverインスタンスの構成
に使用される Javaフォームを含みます。1つめのWeb Serverインスタンスをインス
トールすると、管理サーバーを使用して追加のインスタンスをインストールできま
す。

Sun Java System Web Serverプラグインにより、N1 Service Provisioning Systemを使
用して Sun Java System Web Server 6.1 2005Q4 SP5管理サーバーおよびWeb Server
インスタンスをインストールし制御できます。プロビジョニングシステムを使用し、
管理サーバーと 1つめのWeb Serverインスタンスを同時にインストールできます。
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プロビジョニングシステムは、Web Serverのインスタンスを追加でインストールでき
ません。追加のインスタンスを手動でインストールするには、管理サーバーを使用す
る必要があります。ただし、CreateWebServerプランを使用し、これらのインスタン
スをプロビジョニングシステムのデータベースに追加すると、プロビジョニングシス
テムを通じてすべてのWeb Serverインスタンスを制御できます。

Sun Java System Web Server 6.1 2005Q4
SP5のインストール
プロビジョニングシステムを使用して Sun Java System Web Server 6.1 2005Q4 SP5を
インストールすると、プロビジョニングシステムは管理サーバーと 1つめのWeb
Serverインスタンスをインストールします。Sun Java System Web Server 6.1 2005Q4
SP5をインストールするには、次の手順に従います。

1. JES_ADMIN_PASSWORDおよび WEB_ADMIN_PASSWORDセッション変数を作成し
ます。

22ページの「セッション変数の作成」を参照してください。

2. 管理サーバーと 1つめのWeb Serverインスタンスをインストールします。

23ページの「管理サーバーと 1つめのWeb Serverインスタンスのインストール
法」を参照してください。

セッション変数の作成
Sun Java System Web Server 6.1 2005Q4 SP5をインストールするには、 Sun Java
System Web Serverをインストールし、管理サーバーにアクセスするために使用する
パスワードを作成する必要があります。プロビジョニングシステムは、パスワードな
どの機密データをセッション変数として保存します。パスワードをセッション変数と
して保存すると、パスワードは、ほかのユーザーがパスワード情報にアクセスできな
いように保存されます。ただし、ユーザーがそのセッションにログインすると、プロ
ビジョニングシステムはパスワード情報を使用できます。

Sun Java Enterprise Systemのインストールプログラム用に、Common Server Settings
パスワードを作成する必要があります。JES_ADMIN_PASSWORDというセッション変
数を作成します。Sun Java Enterprise Systemのインストールプログラムは、パスワー
ドを使用して Sun Java System Web Serverコンポーネントをインストールします。こ
のパスワードの詳細については、『Sun Java Enterprise System 2005Q4 Installation
Guide for UNIX』内の CMN_ADMIN_PASSWORDについての情報を参照してください。

管理サーバーへのアクセスに使用するパスワードを作成する必要があります。
WEB_ADMIN_PASSWORDというセッション変数を作成します。このセッション変数に
与える値は、管理サーバーへのアクセスに使用するパスワードです。プロビジョニン
グシステムを使用して管理サーバーをインストールする場合は、プロビジョニングシ
ステムは管理サーバーのアクセスパスワードを、この変数の値に設定します。
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� セッション変数を作成する

1. N1 Service Provisioning Systemの任意のページから「Session Variables」をク
リックします。

「Session Variables」リンクは、ページの右上にあります。

2. 「Session Variables」列の空白のフィールドに、 JES_ADMIN_PASSWORD と入力
します。

3. 「Password」列のチェックボックスをオンにします。

4. 「Value」列の空白のフィールドに、Sun Java System Web Serverコンポーネント
のインストールに使用するパスワードを入力します。

5. 「Create」リンクをクリックします。

6. N1 Grid SPSのパスワードフィールドに、N1 Service Provisioning Systemへの
アクセスに使用するパスワードを入力します。

7. 「Save」ボタンをクリックします。

プロビジョニングシステムはセッション変数を作成し、セッション変数リストを返
します。

8. 「Session Variable」列の空白のフィールドに、 WEB_ADMIN_PASSWORD と入力
します。

9. 「Password」列のチェックボックスをオンにします。

10.「Value」列の空白のフィールドに、管理サーバーへのアクセスに使用するパス
ワードを入力します。

11.「Create」リンクをクリックします。

12. N1 Grid SPSのパスワードフィールドに、N1 Service Provisioning Systemへの
アクセスに使用するパスワードを入力します。

13.「Save」ボタンをクリックします。

� 管理サーバーと 1つめのWeb Serverインスタンス
のインストール法
管理サーバーとWeb Serverインスタンスを配備する前に、ターゲットサーバーに
Sun Java System Web Server 6.1 2005Q4 SP5のインストールファイルを保存しておく
必要があります。詳細は、『Sun Java Enterprise System 2005Q4 Installation Guide
for UNIX』を参照してください。

手順

始める前に
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JES_ADMIN_PASSWORDおよび WEB_ADMIN_PASSWORDセッション変数を必ず作成し
てください。詳細については、23ページの「セッション変数を作成する」を参照して
ください。

1. 左側のコントロールパネルの「Common Tasks」セクションにある「Sun Java
System WS6」アイコンをクリックします。

2. 「Install Web Admin Server: install」リンクをクリックします。

3. 「Run」ボタンをクリックします。

4. 「Plan Parameters」テーブルで、WebAdminServerコンポーネントの「Variable
Settings」列から「Select From List」をクリックします。

「Select a Variable Setting」ウィンドウが開きます。

5. 「Variable Settings」のリストで、説明に従って次の変数を変更します。

a. 管理サーバーのインストールに必要な名前/値ペアを含む状態ファイルをインス
トールするターゲットサーバー上のパスに、installPath変数を設定しま
す。

b. JES_Media_Directory変数を、ターゲットサーバーの Sun Java System
Web Server 6.1 2005Q4 SP5インストールバイナリへのパスに設定します。

c. (省略可能)ターゲットサーバーの実際のドメイン名に、hostDomain変数を設
定します。

d. Linuxサーバーに管理サーバーをインストールする場合は、次の変数を変更し
ます。

� jesSystemGroup変数を rootに設定します。
� webInstanceUser変数を nobodyに設定します。
� webInstanceGroup変数を nobodyに設定します。

e. 「Select」ボタンをクリックします。

その他の変数の設定に関する詳細については、29ページの「WebAdminServerコ
ンポーネント」を参照してください。

6. ターゲットホストを選択します。

7. 「Run Plan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

InstallWebAdminServerプランは、次のタスクを実行します。

� 管理サーバーと 1つのWeb Serverインスタンスをインストールする。

� webAutoStart変数を yesに設定した場合は、管理サーバーおよびWeb
Serverインスタンスを起動する。

� webAutoStart変数を yesに設定した場合は、管理サーバーとWeb Serverイ
ンスタンスが実行されていることを検証する。

手順
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Web Serverインスタンスの作成と削除

� Web Serverインスタンスを追加で作成する
Sun Java System Web Serverプラグインは、サーバーに新しいWeb Serverインスタン
スを作成することはできません。ただし、プラグインを使用すると、手動で作成した
Web Serverインスタンスを制御できます。したがって、Web Serverインスタンスを
手動で作成した場合は、次の手順を実行し、新しいWeb Serverインスタンスを追加
するよう N1 Service Provisioning Systemデータベースをアップデートします。

1. 管理サーバーにアクセスし、新しいWeb Serverインスタンスを作成します。

詳細は、『Sun Java Enterprise System 2005Q4 Installation Guide for UNIX』を参
照してください。

2. プロビジョニングシステムのブラウザインタフェースで、左側のコントロールパネ
ルの「Common Tasks」から「Sun Java System WS6」アイコンをクリックしま
す。

3. 「Create Web Server instance: create」リンクをクリックします。

4. 「Run」ボタンをクリックします。

5. 「Plan Parameters」テーブルで、WebServerInstanceコンポーネント
の「Variable Settings」列から「Select From List」をクリックします。

「Select a Variable Setting」ウィンドウが開きます。

6. 「Variable Settings」のリストで、説明に従って次の変数を変更します。

a. hostName変数を、Web Serverインスタンスを作成したときに「Web Server
管理サーバー」ページの「Server Identifier」フィールドに入力した値に設定し
ます。

b. domainName変数を、「Web Server管理サーバー」ページの「Server
Identifier」フィールドにドメイン名として入力した値に設定します。「Server
Identifier」フィールドでドメイン名を指定しなかった場合は、domainNameの
値を nullに設定します。

c. webInstancePort変数を、Web Serverインスタンスにアクセスするポート
番号に設定します。

d. 「Select」ボタンをクリックします。

その他の変数の設定に関する詳細については、32ページの「WebServerInstance
コンポーネント」を参照してください。

手順
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7. ターゲットホストを選択します。

8. 「Run Plan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

CreateWebServerInstanceプランは、Web Serverインスタンスに対してホストタイ
プが com.sun.jes6_WS#WebServerInstanceHTの仮想ホストを作成します。

� Web Serverインスタンスを削除する
Sun Java System Web Serverプラグインは、サーバーからWeb Serverインスタンスを
削除することはできません。したがって、管理サーバーを使用してWeb Serverイン
スタンスを手動で削除する必要があります。次に、次の手順を実行してWeb Server
インスタンスを N1 Service Provisioning Systemデータベースから削除します。

1. 管理サーバーにアクセスし、Web Serverインスタンスを削除します。

2. プロビジョニングシステムのブラウザインタフェースで、左側のコントロールパネ
ルの「Common Tasks」から「Sun Java System WS6」アイコンをクリックしま
す。

3. 「Delete Web Server instance: delete」リンクをクリックします。

4. 「Run」ボタンをクリックします。

5. 「Plan Variables」セクションの「installPath」フィールドに、このWeb Server
インスタンスに対する installPath変数を入力します。

installPathのデフォルト値は /tmp/hostNameです。hostNameは、このWeb
Serverインスタンスを作成したときに hostName変数に入力した値です。
installPath,の値を見つけるには、次の手順を実行します。

a. 左側のコントロールパネルの「Hosts Setup」セクションで、「Hosts」をク
リックします。

b. ホスト一覧の中から、アンインストールするWeb Serverインスタンスを制御
する管理サーバーをインストールした仮想ホストをクリックします。

管理サーバーの仮想ホストのホストタイプは
com.sun.jes6_WS#WebAdminServerHTです。

c. 「Components Installed」ボタンをクリックします。

d. 「Components Installed on Host」テーブルで、アンインストールする
/com/sun/jes6_WS/WebServerInstanceコンポーネントを指定します。

Web Serverインスタンスを指定するには、Web Serverインスタンスをインス
トールしたときに選択した変数設定を確認します。「Installed」列で、日時を
クリックします。

e. 「Install Path」列から、アンインストールする
/com/sun/jes6_WS/WebServerInstanceコンポーネントの値を見つけま
す。

手順
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注意 – installPath変数を設定していない場合は、プロビジョニングシステム
は、選択した管理サーバー用に作成した最新のWeb Serverインスタンスを削除し
ます。

6. 「Run Plan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

プロビジョニングシステムは、Web Serverインスタンスの仮想ホストを削除しま
す。

Sun Java System Web Server 6.1 2005Q4
SP5の制御
Sun Java System Web Serverプラグインを使用すると、管理サーバーおよびWeb
Serverインスタンスを起動、停止、および再起動できます。

� 管理サーバーおよびWeb Serverインスタンスを制
御する

1. 左側のコントロールパネルの「Application deployment」セクションで、
「Components」をクリックします。

2. 「Components」のリストで、制御するサーバーのタイプのコンポーネントをク
リックします。

� 管理サーバーを制御するには、「WebAdminServer component」をクリックし
ます。

� Web Serverインスタンスを制御するには、「WebAdminServer component」を
クリックします。

3. 実行する Component Procedureを選択し、「Run」リンクをクリックします。

コンポーネントプロシージャーに関する詳細については、29ページの「コンポー
ネント」を参照してください。

4. 「Run details」ページで、このプロシージャーを実行するホストを選択します。

5. 「Run Selected Installations」ボタンをクリックします。

手順
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第 5章

コンポーネント、プラン、およびホス
トタイプに関する詳細

この章では、Sun Java System Web Serverプラグインが提供するプランおよびコン
ポーネントで使用される変数と値に関する情報を提供します。この章は、次の節で構
成されます。

� 29ページの「コンポーネント」
� 33ページの「プラン」
� 34ページの「ホストタイプ」

コンポーネント
Sun Java System Web Serverプラグインでは、管理サーバーとWeb Serverインスタン
スを制御する 2つのコンポーネントを提供します。

WebAdminServerコンポーネント
WebAdminServerコンポーネントは、管理サーバーを停止、起動、および再起動する
制御機能を提供します。WebAdminServerコンポーネントで使用できるコンポーネン
ト変数とコンポーネントプロシージャーについては、次に解説します。管理サーバー
の制御手順については、27ページの「Sun Java System Web Server 6.1 2005Q4 SP5の
制御」を参照してください。

コンポーネント変数
installPath 管理サーバーのインストールに必要な、名前/値ペ

アを含む状態ファイルをインストールするター
ゲットホストのパス。
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exitOnDependency この変数の値は、依存関係が失敗したときにインス
トールを終了するかどうかを決定します。デフォル
ト値は noです。

logCurrentlyInstalled この変数の値は、プロビジョニングシステムがター
ゲットホストにインストールされている Sun Java
System Web Server 6.1 2005Q4 SP5のアイテムのロ
グを作成するかどうかを決定します。有効な値は
yesと noです。

removeBundledProducts この変数の値は、管理サーバーをインストールする
ためにプロビジョニングシステムが使用する状態
ファイルの REMOVE_BUNDLED_PRODUCTS変数を生
成させます。この変数は、デフォルトでは空白で
す。

upgradeincompatibleJDK この変数の値は、ターゲットホストにインストール
された JDK™ソフトウェアのバージョンが Sun
Java System Web Server 6.1 2005Q4 SP5に対応して
いない場合に、JDKソフトウェアをアップグレード
するかどうかを決定します。有効な値は yesと no
です。

jesInstallPath 管理サーバーをインストールするターゲットホスト
のパス。

hostName ターゲットシステムのホスト名。

hostDomain ターゲットシステムのドメイン名。

ipAddress ターゲットシステムの IPアドレス。

jesAdminUser Sun Java Enterprise Systemのすべてのコンポーネ
ントのユーザー ID。詳細は、『Sun Java Enterprise
System 2005Q4 Installation Guide for UNIX』内の
CMN_ADMIN_USERについての情報を参照してくだ
さい。

jesSystemUser コンポーネント処理を実行するユーザー ID。

jesSystemGroup jesSystemUserのグループ。

管理サーバーを Linuxサーバーにインストールする
場合は、jesSystemGroup変数を rootに設定し
ます。

webAdminUser Adminstration Serverにログインするためのユー
ザー ID。

adminPort 管理サーバーにアクセスするためのポート。

webAdminSystemUser 管理サーバー処理を実行するユーザー ID。
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webInstanceUser Web Serverのデフォルトインスタンスをシステムで
実行するときのユーザー ID。

管理サーバーを Linuxサーバーにインストールする
場合は、webInstanceGroup変数を nobodyに設
定します。

webInstanceGroup Web Serverのデフォルトインスタンスを実行するグ
ループ ID。

管理サーバーを Linuxサーバーにインストールする
場合は、webInstanceGroup変数を nobodyに設
定します。

webInstancePort Web Serverインスタンスにアクセスするために使用
するポート。

docRoot コンテンツドキュメントを保存するための、Web
Server上のパス。

webAutoStart この変数の値は、システムの起動時に管理サーバー
とWeb Serverインスタンスを起動するブートスク
リプトをプロビジョニングサーバーが作成するかど
うかを決定します。有効な値は yと nです。

startOnInstall この変数の値は、インストールが完了したときにプ
ロビジョニングサーバーが管理サーバーとWeb
Serverのインスタンスを起動するかどうかを決定し
ます。有効な値は yと nです。

JES_Media_Directory ターゲットホスト上の Sun Java System Web Server
6.1 2005Q4 SP5のインストールバイナリへのパス。

コンポーネントプロシージャー
markOnly:install 手動でインストールした管理サーバーを追加するよ

うN1 Service Provisioning Systemデータベースを
アップデートするには、このプロシージャーを使用し
ます。

markOnly:uninstall 手動でアンインストールした管理サーバーを削除する
ようN1 Service Provisioning Systemデータベースを
アップデートするには、このプロシージャーを使用し
ます。

StartWebAdminServer 管理サーバーを起動するには、このプロシージャーを
使用します。

RestartWebAdminServer 管理サーバーを停止してから再起動するには、このプ
ロシージャーを使用します。
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StopWebAdminServer 管理サーバーを停止するには、このプロシージャーを
使用します。

WebServerInstanceコンポーネント
WebServerInstanceコンポーネントは、Web Serverインスタンスを停止、起動、およ
び再起動する制御機能を提供します。WebServerInstanceコンポーネントで使用でき
るコンポーネント変数とコンポーネントプロシージャーについては、次に解説しま
す。Web Serverインスタンスを制御する方法については、27ページの「Sun Java
System Web Server 6.1 2005Q4 SP5の制御」を参照してください。

コンポーネント変数
jesInstallPath Web Serverインスタンスをインストールする、ターゲットホ

スト上のパス。

hostName Web Serverインスタンスを作成したときに、「Web Server管
理サーバー」ページの「Server Identifier」フィールドに入力
した値。

hostDomain Web Serverをインストールするシステムのドメイン名。管理
サーバーにWeb Serverインスタンスを作成したときに、
「Server Identifier」フィールドにドメイン名を指定しな
かった場合は、hostDomain値を nullに設定します。

webInstancePort Web Serverインスタンスにアクセスするために使用するポー
ト。

docRoot コンテンツドキュメントを保存するための、Web Server上の
パス。

webAutoStart この変数の値は、システムの起動時にWeb Serverインスタン
スを起動するブートスクリプトをプロビジョニングサーバー
が作成するかどうかを決定します。有効な値は yと nです。

startOnInstall この変数の値は、インストールが完了したときにプロビ
ジョニングサーバーがWeb Serverのインスタンスを起動する
かどうかを決定します。有効な値は yと nです。

installPath プロビジョニングシステムは installPath変数を使用し、
さまざまなWeb Serverのインスタンスを識別します。この変
数のデフォルト値は /tmp/hostNameです。hostNameは、
hostName変数に入力した値です。

Web Serverインスタンスを削除する場合は、「Plan run」
ページの「InstallPath」フィールドに installPath変数を
入力する必要があります。
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コンポーネントプロシージャー
StartWebServer Web Serverインスタンスを起動するには、このプロシージャー

を使用します。

RestartWebServer Web Serverインスタンスを停止してから再起動するには、この
プロシージャーを使用します。

StopWebServer Web Serverインスタンスを停止するには、このプロシージャー
を使用します。

プラン
Sun Java System Web Serverプラグインには、Web Server製品のインストールおよび
アンインストールに使用されるプランがいくつか含まれています。

InstallWebAdminServerプラン
InstallWebAdminServerプランは、管理サーバーおよび 1つめのWeb Serverインス
タンスをインストールします。InstallWebAdminServerプランの使用方法について
は、22ページの「Sun Java System Web Server 6.1 2005Q4 SP5のインストール」を参
照してください。

InstallWebAdminServerプラン
UninstallWebAdminServerプランは、管理サーバーおよび関連するすべてのWeb
Serverインスタンスをアンインストールします。UninstallWebAdminServerプランの
実行に先立ち、すべてのWeb Serverインスタンスで実行されているすべてのアプリ
ケーションを手動でアンインストールする必要があります。

CreateWebServerInstanceプラン
プロビジョニングシステムを使用して管理サーバーをインストールすると、プロビ
ジョニングシステムは 1つめのWeb Serverインスタンスもインストールします。プ
ロビジョニングシステムを使用し、Web Serverインスタンスを追加してインストール
することはできません。ただし、管理サーバーを使用して追加のWeb Serverインス
タンスを手動で作成したあとに、CreateWebServerInstanceプランを使用して N1
Service Provisioning Systemデータベースをアップデートし、新しいWeb Serverイン
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スタンスを追加することはできます。このプランは、新しいWeb Serverインスタン
ス用として N1 Service Provisioning Systemデータベースに新しい仮想ホストを作成
します。WebServerInstanceコンポーネントのコンポーネントプロシージャーを使用
すると、プロビジョニングシステムを通じてWeb Serverインスタンスを制御できま
す。

CreateWebServerInstanceプランの使用方法については、25ページの「Web Serverイ
ンスタンスを追加で作成する」を参照してください。

DeleteWebServerInstanceプラン
管理サーバーを使用して手動でWeb Serverインスタンスを削除すると、
DeleteWebServerInstanceプランを使用して N1 Service Provisioning Systemデータ
ベースをアップデートし、Web Serverインスタンスを削除できます。このプランは、
削除されたWeb Serverインスタンスの仮想ホストも削除します。

DeleteWebServerInstanceプランの使用方法については、26ページの「Web Serverイ
ンスタンスを削除する」を参照してください。

ホストタイプ
プロビジョニングシステムが管理サーバーまたはWeb Serverインスタンスをインス
トールすると、プロビジョニングシステムはインストールされたサーバーの仮想ホス
トを作成します。プロビジョニングシステムは、新しく作成された仮想ホストに、次
のうちのどちらかのホストタイプを割り当てます。

� com.sun.jes6_WS#WebAdminServerHT –プロビジョニングシステムは、管理
サーバーの仮想ホストに対し、このホストタイプを割り当てます。

� com.sun.jes6_WS#WebServerInstanceHT –プロビジョニングシステムは、
Web Serverインスタンスの仮想ホストに対し、このホストタイプを割り当てま
す。
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